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議案第29号

三朝町基金条例の設定について

次のとおり三朝町基金条例を設定することについて、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第96条第１項の規定により、本議会の議決を求める。

平成21年３月９日

三朝町長 吉 田 秀 光

三朝町基金条例

（趣旨）

第１条 この条例は、三朝町における基金の設置並びにその管理及び処分に関し必要な事

項を定めるものとする。

（設置）

第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第241条第１項の規定に基づき、同項に規定

する特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるための基金として別表第１の

１の項から15の項までの第２欄に掲げる目的に資するため同表の第１欄に掲げる基金

を、同条第１項に規定する特定の目的のために定額の資金を運用するための基金として

別表第２の１の項から６の項までの第２欄に掲げる目的に資するため同表の第１欄に掲

げる基金をそれぞれ設置する。

（積立て等）

第３条 別表第１及び別表第２に掲げる基金において、基金として積み立てる額は、別表

第１の第３欄及び別表第２の第３欄に掲げるところによる。

２ 別表第２に掲げる基金の額は、同表の第４欄に掲げる額とする。

３ 前項の規定にかかわらず、別表第２に掲げる基金は、必要があるときは、予算の定め

るところにより、基金の額を増額することができる。

４ 前項又は第７条第２項の規定により増額又は処分が行われたときは、基金の額は、増

加額相当額増加し、又は処分額相当額を減少するものとする。

（管理）

第４条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他の最も確実かつ有利な方法により

これを保管しなければならない。
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２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができ

る。

（運用益金の整理等）

第５条 基金の運用から生ずる収益の整理又は処理は、別表第１の第４欄又は別表第２の

第５欄に掲げるところによる。

（繰替運用）

第６条 町長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率

を定めて基金（別表第１の６に掲げる基金を除く。）に属する現金を歳計現金に繰り替

えて運用することができる。

（処分）

第７条 別表第１に掲げる基金は、同表の第５欄に掲げる事由に該当する場合に限り、こ

れを処分することができる。

２ 別表第２に掲げる基金は、基金の設置目的に照らし、必要がなくなったときは、その

全部又は一部を予算の定めるところにより処分することができる。

（委任）

第８条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、町長が別に定め

る。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、公布の日（以下「施行日」という。）から施行する。

（条例の廃止）

２ 次に掲げる条例は、廃止する。

(１) 三朝町奨学資金貸付基金条例（昭和40年三朝町条例第９号）

(２) 三朝町財政調整積立基金条例（昭和45年三朝町条例第16号）

(３) 三朝町土地開発基金条例（昭和46年三朝町条例第14号）

(４) 三朝町社会福祉基金条例（昭和49年三朝町条例第18号)

(５) 三朝町減債基金条例（昭和58年三朝町条例第12号）

(６) 三朝町国民健康保険財政調整基金条例（昭和59年三朝町条例第20号）

(７) 三朝町用品調達等集中管理基金条例（昭和61年三朝町条例第18号）

(８) 三朝町肉用牛特別導入事業基金条例（昭和61年三朝町条例第33号）

(９) 三朝町国民健康保険高額療養費資金貸付基金条例（昭和62年三朝町条例第15号）

(10) 三朝町地域民芸品等保存伝習施設美術品等整備基金条例（昭和62年三朝町条例第

16号）

(11) 三朝町水洗便所等改造資金貸付基金条例（昭和63年三朝町条例第17号）

(12) 電源立地地域対策交付金基金条例（平成元年三朝町条例第21号）

(13) 三朝町公共施設整備基金条例（平成２年三朝町条例第11号）

(14) 三朝町温泉配湯事業財政調整基金条例（平成３年三朝町条例第14号）

(15) 三朝町中山間ふるさと農村活性化基金条例（平成５年三朝町条例第19号）

(16) 三朝町簡易水道施設等改修基金条例（平成７年三朝町条例第17号）

(17) 三朝町集落排水処理事業推進基金条例（平成７年三朝町条例第18号）
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(18) 三朝町営墓地運営基金条例（平成17年三朝町条例第24号）

(19) 三朝町農山村ふるさと基金条例（平成８年三朝町条例第12号）

(20) 三朝町情報通信設備管理基金条例（平成18年三朝町条例第17号）

(21) 三朝町公共施設営繕基金条例（平成19年三朝町条例第15号）

（経過措置）

３ 前項の規定による廃止前の三朝町奨学資金貸付基金条例（以下この項において「旧条

例」という。）に規定する資金の貸付けの決定を受けた者については、旧条例第３条か

ら第８条までの規定は、施行日以後も、なおその効力を有する。

４ 第２項の規定による廃止前の三朝町国民健康保険高額療養費資金貸付基金条例（以下

この項において「旧条例」という。）第11条の規定により、資金の貸付けの決定を受け

た者については、旧条例第６条から第15条までの規定は、なお、その効力を有する。

５ 第２項の規定による廃止前の三朝町水洗便所等改造資金貸付基金条例（以下この項に

おいて「旧条例」という。）に規定する資金の貸付けの決定を受けた者については、旧

条例第３条から第９条までの規定は、なお、その効力を有する。



- 4 -

別表第１（第２条、第３条、第５条、第７条関係）

名称 設置目的 積立て 運用益金の整 処分事由

理又は処理

１ 三朝町財 年度間における財源 一般会計歳入歳 一般会計歳入 (１) 経済事情

政調整積立 の調整を図り、もって 出予算に定める 歳出予算に計 の変動等によ

基金 町財政の健全な運営に 額 上して当該基 り財源が著し

資すること。 金に積立て く不足する場

合において当

該不足額を埋

めるための財

源に充てると

き。

(２) 災害によ

り生じた経費

の財源又は災

害により生じ

た減収を埋め

るための財源

に 充 て る と

き。

(３) 緊急に実

施することが

必要となった

大規模な土木

その他の建設

事業の経費そ

の他必要やむ

を得ない理由

により生じた

経費の財源に

充てるとき。

(４) 長期にわ

たる財源の育

成のためにす

る財産の取得

等のための経

費の財源に充

てるとき。

(５) 償還期限

を繰り上げて
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行う地方債の

償還の財源に

充てるとき。

２ 三朝町減 町債の償還及び町債 一般会計歳入歳 一般会計歳入 (１) 経済事情

債基金 の適正な管理に必要な 出予算に定める 歳出予算に計 の急激な変動

財源を確保し、町財政 額 上して当該基 等により著し

の健全な運営に資する 金に積立て く財源が不足

こと。 する場合にお

いて、町債の

償還の財源に

充てるとき。

(２) 町債の償

還額が他の年

度に比して著

しく多額とな

る年度におい

て、町債の償

還の財源に充

てるとき。

(３) 償還期限

を繰り上げて

行う町債の償

還の財源に充

てるとき。

(４) 地方税の

減収補てんの

ため特別に発

行を許可され

た町債又は財

源対策のため

発行を許可さ

れた町債の償

還の財源に充

てるとき。

３ 三朝町公 庁舎その他町の公共 一般会計歳入歳 一般会計歳入 当該基金の設

共施設営繕 用施設の計画的かつ安 出予算に定める 歳出予算に計 置目的を達成す

基金 定的な整備及び営繕に 額 上して当該基 るために必要な

資すること。 金に積立て 経費の財源に充

てるとき。

４ 三朝町社 町民の福祉を増進 一般会計歳入歳 一般会計歳入 町民の福祉を
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会福祉基金 し、すべての町民が健 出予算に定める 歳出予算に計 増進するための

康で文化的な生活を営 額 上して当該基 事業の財源に充

むことに資すること。 金に積立て てるとき。

５ 三朝町情 情報通信設備の整備 一般会計歳入歳 一般会計歳入 情報通信設備

報通信設備 及び維持管理に必要な 出予算に定める 歳出予算に計 の整備及び維持

管理基金 財源を確保し、町民の 額 上して当該基 管理の財源に充

安定した情報通信環境 金に積立て てるとき。

の構築に資すること。

６ 電源立地 三朝町における次に 一般会計歳入歳 一般会計歳入 第２欄に掲げ

地域対策交 掲げる措置又は事業の 出予算に定める 歳出予算に計 る措置又は事業

付金基金 推進に資すること。 額 上して当該基 の財源に充てる

(１) 地域振興計画作 金に積立て とき。

成等措置

(２) 公共用施設の整

備維持補修及び維持

運営等事業

(３) 次に掲げる地域

活性化事業

ア 地場産業振興支

援事業

イ 地域資源利用魅

力向上事業

ウ 福祉サービス提

供事業

エ 環境維持・保全

・向上事業

オ 生活利便性向上

事業

カ 人材育成事業

(４) 企業導入、産業

活性化措置

(５) 福祉対策措置

(６) 企業立地資金貸

付事業

(７) 給付金加算等措

置

７ 三朝町営 三朝町営墓地を円滑 一般会計歳入歳 一般会計歳入 三朝町営山田

墓地運営基 かつ効率的に運営する 出予算に定める 歳出予算に計 墓地の運営事業

金 こと。 額 上して当該基 の財源に充てる

金に積立て とき。
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８ 三朝町農 三朝町における農山 一般会計歳入歳 一般会計歳入 当該基金の設

山村ふるさ 村地域の活性化のため 出予算に定める 歳出予算に計 置目的を達成す

と基金 の事業の安定的な推進 額 上して当該基 るために必要な

に資すること。 金に積立て 経費の財源に充

てるとき。

９ 三朝町中 地域住民が共同して 一般会計歳入歳 (１) 一般会 当該基金の設

山間ふるさ 行う農業用用排水施設 出予算に定める 計歳入歳出 置目的を達成す

と農村活性 等の多様な機能の維持 額 予算に計上 るために必要な

化基金 及び強化に係る活動等 して、当該 経費の財源に充

を推進し、もって農村 基金の設置 てるとき。

の活性化を図ること。 目的を達成

するために

必要な経費

の財源に充

当

(２) (１)の

ほか、一般

会計歳入歳

出予算に計

上して当該

基金に積立

て

10 三朝町財 各財産区の年度間に 三朝町財産区特 三朝町財産区 各財産区勘定

産区財政調 おける財源の調整を図 別会計の各財産 特別会計歳入 の運営上必要が

整基金 り、もって三朝町財産 区勘定歳入歳出 歳出予算に計 あると認めると

区財政の健全な運営に 予算に定める額 上して当該基 き。

資すること。 金に積立て

11 三朝町国 年度間における財源 三朝町国民健康 三朝町国民健 国民健康保険

民健康保険 の調整を図り、もって 保険事業特別会 康保険事業特 事業の運営上必

財政調整基 三朝町国民健康保険財 計歳入歳出予算 別会計歳入歳 要があると認め

金 政の健全な運営に資す に定める額 出予算に計上 るとき。

ること。 して当該基金

に積立て

12 三朝町介 介護従事者の処遇改 三朝町介護保険 三朝町介護保 (１) 三朝町が

護従事者処 善を図るという平成21 事業特別会計歳 険事業特別会 行う介護保険

遇改善臨時 年度の介護報酬の改定 入歳出予算に定 計歳入歳出予 に係る第１号

特例基金 の趣旨等にかんがみ、 める額 算に計上して 被保険者の介

当該改定に伴う介護保 当該基金に積 護保険料につ

険料の急激な上昇を抑 立て いて、平成21

制すること。 年４月施行の
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介護報酬の改

定に伴う増加

額を軽減する

ための財源に

充てるとき。

(２) (１)の介

護保険料の軽

減に係る広報

啓発、介護保

険料の賦課又

は徴収に係る

電算処理シス

テムの整備に

要する費用そ

の他当該軽減

措置の円滑な

実施のための

準備経費等の

財源に充てる

とき。

13 三朝町簡 簡易水道施設等の維 簡易水道事業特 簡易水道事業 簡易水道施設

易水道施設 持管理を円滑に行うこ 別会計歳入歳出 特別会計歳入 等の改修事業に

等改修基金 と。 予算に定める額 歳出予算に計 要する経費の財

上して当該基 源に充てると

金に積立て き。

14 三朝町温 三朝町温泉配湯事業 三朝町温泉配湯 三朝町温泉配 (１) 温泉配湯

泉配湯事業 の安定的経営に資する 事業特別会計歳 湯事業特別会 施設の新設、

財政調整基 こと。 入歳出予算に定 計歳入歳出予 増設又は改良

金 める額 算に計上して に要する財源

当該基金に積 に 充 て る と

立て き。

(２) 町債の繰

上償還に要す

る財源に充て

るとき。

(３) 経済情勢

の変動等によ

り財源が著し

く不足する場

合において、
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当該不足額を

埋めるための

財源に充てる

とき。

15 三朝町集 三朝町における集落 一般会計歳入歳 一般会計歳入 (１) 集落排水

落排水処理 排水処理事業の円滑な 出予算に定める 歳出予算に計 処理事業の安

事業推進基 運営と安定的経営に資 額 上して当該基 定的経営を図

金 すること。 金に積立て るため、借入

金の償還財源

に 充 て る と

き。

(２) 償還期限

を繰上げて行

う借入金の償

還財源に充て

るとき。

(３) 集落排水

処理事業の推

進を図るため

に必要な経費

に 充 て る と

き。

（備考）

(１) ６の第４欄に定める積立ては、６の第２欄に定める措置又は事業ごとに区分

して整理するものとする。

(２) ６の第５欄に定める処分は、(１)に規定する区分に従って、その一部又は全

部を処分することができる。ただし、町長が特に必要と認める場合は、この限り

ではない。この場合において、基金の一部又は全部を処分した場合は、期間及び

方法を定めて確実に本来の区分に従って積み戻さなければならない。

別表第２（第２条、第３条、第５条関係）

名称 設置目的 積立て 基金の額 運用益金の整理

又は処理

１ 三朝町奨 奨学資金の貸付けに 一般会計歳入歳 1,000万円 一般会計歳入

学資金貸付 関する事務を円滑かつ 出予算に定める 歳出予算に計上

基金 効率的に行うこと。 額 して整理

２ 三朝町土 公用又は公共用に供 一般会計歳入歳 1,500万円 一般会計歳入

地開発基金 する土地、公共の利益 出予算に定める 歳出予算に計上

のために取得する必要 額 して整理

のある土地等をあらか

じめ取得することによ
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り、事業の円滑な執行

を図ること。

３ 三朝町用 用品の集中購買及び 一般会計歳入歳 2,500万円 一般会計歳入

品調達等集 公共料金等管理経費の 出予算に定める 歳出予算に計上

中管理基金 集中経理等を実施する 額 して整理

ことにより、行政事務

の効率化に資するこ

と。

４ 三朝町肉 肉用牛資源の確保と 一般会計歳入歳 2,000万円 一般会計歳入

用牛特別導 高齢者等の福祉の向上 出予算に定める 歳出予算に計上

入事業基金 に資すること。 額 して整理

５ 三朝町国 高額療養費の支給対 国民健康保険事 200万円 国民健康保険

民健康保険 象者への資金の貸付け 業特別会計歳入 事業特別会計歳

高額療養費 に関する事務を円滑か 歳出予算に定め 入歳出予算に計

資金貸付基 つ効率的に行うこと。 る額 上して整理

金

６ 三朝町水 三朝町の下水道処理 一般会計歳入歳 1,500万円 下水道事業特

洗便所等改 区域に住宅を有する者 出予算に定める 別会計歳入歳出

造資金貸付 及び下水道処理区域以 額 に予算に計上し

基金 外の区域において住宅 て整理

に個別合併処理浄化槽

を設置する者の、既設

のくみ取り便所を水洗

式に改造し、及び汚水

を排除するための排水

管を布設し、下水道に

接続するための工事に

要する資金を貸し付

け、もって環境衛生の

向上に資すること。


